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3）腹膜透析

（8）被嚢性腹膜硬化症 （EPS） の既往（図表46）
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　現在PD施行中の患者およびPD施行の既往があり、回答が得られた13,033人を対象として、被嚢性腹膜
炎（EPS）の既往をみたところ、678人（5.2%）に認めた。この678人中、ステロイドの投与歴があるの
が587人（86.6%）、剥離手術歴があるのが539人（79.5%）であった。この678人について男女別に年齢分
布をみたところ、ほぼPD患者の分布と相似していた。透析歴との関係は、8年以上の患者で発症数が明
らかに多かった。主要原疾患別にみると、慢性糸球体腎炎において著しく多いのが特徴的であった。

解説
集計対象；腹膜透析経験あり患者

30歳
未満 30歳～ 45歳～ 60歳～ 75歳～ 合計 記載

なし 総計 平均 標準
偏差

男性 1 31 106 227 48 413 0 413 62.56 11.54
女性 0 23 81 122 39 265 0 265 61.91 12.17
合計 1 54 187 349 87 678 0 678 62.3 11.78

記載なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総計 1 54 187 349 87 678 0 678 62.3 11.78

EPSの既往 なし あり（剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり（剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり（剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり（剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし） 合計 不明 記載なし 総計

患者数 12,355 513 26 74 65 13,033 278 3,895 17,206

2年
未満 2年～ 4年～ 6年～ 8年～ 合計 記載

なし 総計 平均 標準
偏差

男性 18 37 36 35 287 413 0 413 12.6 7.87
女性 9 9 15 25 207 265 0 265 15 8.02
合計 27 46 51 60 494 678 0 678 13.54 8.01

記載なし 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
総計 27 46 51 60 494 678 0 678 13.54 8.01

患者数（％）

 糖尿病性腎症 99（14.6）

 慢性糸球体腎炎 374（55.2）

 腎硬化症 53（7.8）

 多発性嚢胞腎 18（2.7）

 慢性腎盂腎炎 16（2.4）

その他の原疾患 118（17.4）

合計 678（100.0）

記載なし 0

総計 678


